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彙　　　報

彙 報(平 成皐羅 す月)

人事異動

(行政 職)

　　　　 　　　 　(昇　任)

　 8月1日 　 管理部研究協力課専門官

　　　　 　　　 　　　　 　　　 新谷　吉成

　　　　 　　 (大阪大学工学部総務課人事掛

　　　　 　　長)

(教育職)

　　　　 　　　 　(昇　任)

　 7月16日 　 第三研究部教授　　江 ロ　 ー久

　　　　 　　 (第三研 究部助教授)

　　　　 　　　 　(配置換)

　 7月16日 　 第一研 究部教授　 　吉 田　集而

　　　　 　　 (第三 研究部教授)

　　　　 　　 (客員研究部 門)

　 8月1日 　 第五研究部助教授

　　　　 　　　 　　 STIRK,　Ian　Christopher

　　　　 　　(大阪外国語大学 外国人教 師)

　　　　 　(外国人客員研究部 門)

　 9月8日 　 第五研究部助教授

　　　　 　　ICH-NKHORLOOGI-N,　Lkhagvasuren

　　　　 　　(モ ンゴル,モ ン ゴル国立民族

　　　　 　　歴史博物館長)

　　　　 　　 く任期6.9.8～7.3.31

　　　　 　　　[任期満了]

　 8月22日 　 第五研究部助教授　額　爾　岱

　　　　 　　 (中華人民共和国,新 彊和布克

　　　　 　　寮爾県第一 中学校副校長)

　　　　 　　 〈任期6.2.21～6.8.22>

　 8月31日 　 第五研究部助教授

　　　　 　　　 　　　　 Cxax,　Kwok　 Bun

　　　　 　　 (シ ンガポ ール,シ ンガポ ール

　　　　 　　国立 大学上級講 師)

　　　　 　　 〈任 期6.5.2～6.8.31>

　 9月9日 　 第五 研究部教授

　　　　 　　　 　　　　 TaBax,　Lo　Liyong

　 　　　 　　(ス ーダ ソ,ス ー ダン国立 ジ ュ

　 　　　 　　バ大学教授)

　 　　　 　　 〈任期5.io.1～6.9.9>

シンポジウム

◎創設20周 年記念公開 シ ンポジウム 「21世紀

　 の民族学 と博物館　　異文化を いか に提示

　 するか一 」

　 月 日　平成6年7月20日(水)

　場所　 国立民族学博物館

　 摘要　今回の シンポジ ウムでは,民 族学者

　 　　　/人 類学者 と民族学博物館 は,い か

　 　　　に異文化 とか かわ り,い か に異文化

　 　　　を 「提示」 していけぽ よいのか とい

　 　　　 う,民 族学 と民族学博物館 の未来像

　 　　　を模索す る 目的で活発 な議論 を展開

　 　　　 しました。

　 基調講演者

　 　　MACK,　 John　 大英博物館民族誌部門

　 　　　 　　　　 　 ・人類博物館長

　 コーデ ィネイ ター

　 　　吉 田　憲司　国立民族学博物館第 四研

　 　　　 　　　　 究部助教授

　 パ ネ リス ト

　 　　M.a　cx,　John

　 　　今福　龍太　中部大学助教授

　 　　川 口　 幸也　世田谷美術館学芸員

　 　　小長谷有紀　 国立民族学博物館第一研

　 　　　 　　　　 　究部助教授

　 　　杉 島　敬志 　国立民族学博物館第二研

　 　　　 　　　　 　究部助教授

　 日程 　7月20日(水)

　 　 14:00　 館長挨拶　　　　　　佐 々木高明

　 　 14:15　 基調講演 　　「翻訳 の行為」

　 　　　 　　　　 　　　 　　　 Macx,　 John

　 　 l5:30パ ネル ・デ ィスカ ッシ ョソ

　 　　 1.個 人発表

　 　　 「民族誌 的実在論 の終焉 と人類学 の解

　 　　 釈学 的転 回」　　　　　 杉 島　敬志

　 　　 「異文化 とい う物語」　　 川 口　 幸也

　 　　 「対話型博物 館へ 向けて」小長谷有紀

　 　　 「記憶術 としての博物館」今福　龍太

　 　　 皿.デ ィス カッシ ョソ
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海外 におけ る研究 ・調査 ・収集活動

　氏 名 　　 官 職 　　 出 発 帰 国 　 行 先

立川　 武藏　　教　授(第 二研究部)　 6.7.1　 6.7.18　 中華人民共和国

中牧　弘允　 助教授(第 一研究部)　 6.7.1　 6.9.21　 ブラジル

大森　康宏　 助教授(第 五研究部)　 6.7.4　 6.7.14　 エス トニア

上杉　富之　 助　手(第 二研究部)　 6.7.5　 6.7.15　 イ ン ドネシア,マ レーシア

山本　紀夫　 教　授(第 五研究部)　 6.7.10　 6.10.16　 メキシ コ,ベ ネズエ ラ,ト リニダー

　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 ド・トバ ゴ,ド ミニカ,ジ ャマイカ,

　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 キ ューバ,グ アテ マラ,ホ ンジ ュラ

　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 ス,エ クア ドル,ペ ルー,ボ リビア,

　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 チ リ,ア ルゼ ソチ ン,パ ラグアイ,

　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 ブラジル

崎山 理 教 授(第 五研究部)6.7.216.9.22ア メ リカ合衆国,ミ ク昌ネ シア,ベ

　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 ラウ

清水　 昭俊　 教　授(第 四研究部)　 6.7.25　 6.8.31　 ミク ロネ シア,マ ーシャル諸 島,ア

　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 メ リカ合衆国

立川　武藏　 教　授(第 二研究部)　 6.7.28　 6.8.18　 ネパ ール,イ ソ ド

杉村　　棟　 教　授(第 二研究部)　 6.7.31　 6.8.7　 イ ラ ン,イ ギ リス

長野　泰 彦　 助教授(第 五研究部)　 6.8.1　 6.8.30　 イ ン ド,パ キス タン,ネ パ ール

庄司　博 史　　助教授(第 三研究部)　 6.8.3　 6.8.23　 エ ス トニア

久保　正敏 　　助教授(第 五研究部)　 6.8.3　 6.8.27　 アメ リカ合衆国,カ ナ ダ

小山　修三　　教　授(第 四研究部)　 6.8.3　 6.9.3　 アメ リカ合衆国,カ ナ ダ

松澤　員子　　教　授(第 一研究部)　 6.8.5　 6.8.19　 台湾

松原　正毅　　教　授(地 域研究企画　6.8.7　 6.8.11　 台湾

　　　　 　　 交流 セ ンター)

藤井　知 昭　 教　授(第 二研究部)　 6.8.8　 6.8.21　 ラオス,タ イ

福岡　正太　 助　手(第 二研究部)　 6.8.8　 6.8.21　 ラオス,タ イ

秋道 　智彌 　 助教授(第 一研究部)　 6.8.10　 6.10.5　 イ ン ドネ シア

吉本　　忍　 助教授(第 五研究部)　 6.8.11　 6.8。22　 ノル ウェー

横山　廣子　　助教授(第 二研究部)　 6.8.12　 6.9.12　 香港,中 華人民共和 国

佐 々木高明　 館　長　　　 　　　　　6.8.14　 6、8.24　 中華人民共和国

小長 谷有紀　　助教授(第 一研究部)　 6.8.14　 6.8.24　 中華人民共和 国

熊倉　功夫　 教　授(第 一研究部)　 6.8.15　 6.8.23　 オ ランダ

朝倉　敏夫　 助教授(第 一研究部)　 6.8.18　 6.9.8　 中華人民 共和 国

安村　直 己　 助　手(第 四研究部)　 6.8.22　 7.2.22　 メキ シコ

立川　 武藏　 教　授(第 二研究部)　 6.8.27　 6.9.8　 ドイ ツ,タ イ

石毛　直道　　教　授(第 一研究部)　 6.8.31　 6.9.5　 大韓 民国

石森 　秀三　 助教授(第 四研究部)　 6.8.31　 6.9.12　 コス タ リカ

佐藤　浩司　 助　手(第 四研究部)　 6.9.1　 6.10.31　 ベ トナム,シ ソガポール,イ ン ドネ

　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 シア,マ レー シア

田邉　繁治　 教　授(第 二研究部)　 6.9.1　 7.6.30　 タイ,イ ギ リス

栗本　英世　　助教授(第 三研究部)　 6.9.3　 6.9.12　 ア メ リカ合衆 国
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吉 田　 憲 司 　 助 教授(第 四研 究 部)　 6.9.3　 6.11.17　 ザ ン ビア,イ ギ リス

園 田　 直 子 　 助　 手(第 五 研 究 部)　 6.9.5　 6.9.24　 ブル ガ リア,オ ー ス トリア

福 岡　 正 太 　 助 　 手(第 二 研 究 部)　 6.9.5　 6.11.5　 イ ン ドネ シア

吉 本 　 　 忍 　 助 教授(第 五 研 究 部)　 6.9.10　 6.9.20　インドネシア

柄 木 田明 子 　 助 　 手(第 三 研 究 部)　 6.9.ll　 6.9.24　 ブル ガ リア,オ ー ス トリア

江 ロ　 ー 久 　 教 　授(第 三 研 究 部)　 6.9.12　 6.9.26　 中 華 人 民共 和 国

周　 　 達 生 　 教 　授(第 一 研 究 部)　 6.9.21　 6.9.30　 中 華 人民 共 和 国

熊 倉　 功 夫　 教 　 授(第 一 研 究 部)　 6.9.25　 6.10.15　 オ ラ ソ ダ,ド イ ツ,オ ー ス トリア

近 藤 　 雅樹 　 助 　 手(第 一 研 究 部)　 6.9.25　 6.10.15　 オ ラ ソ ダ,ド イ ツ,オ ー ス トリア

来館者抄

　 7月1日 　北 村　 真征(NHK大 阪放 送局

　　　　　　文化部長)

　 7月5日 　 上海市文学芸術界連合会一行

　　　　　　団長:李 倫 新(中 華人民共

　　　　　　和 国,上 海市文学芸術界連合会

　　　　　　常 務副主 席),秦 　　 　恰(中

　　　　　　華人民共和 国,中 国映画人協会

　　　　　　理 事),曹 　簡 　楼(中 華人民

　　　　　　共和 国,上 海交通大学文学芸術

　　　　　　系教授),銚i拍 根(中 華人

　　　　　　民共和 国,上 海市文学芸術界連

　　　　　　合会研 究室副主任),張 　恵

　　　　　　玉(中 華 人民共和 国,上 海市文

　　　　　　学芸 術界連合会連絡部副主任)

　 7月8日 　 米国人 フル ブライ ト国際教育交

　　　　　　流職員 一行　 　・.,Susan　 A.

　　　　　　 (アメ リカ合衆 国,ニ ューヨー

　　　　　　 ク州立大学オズ ウエ ゴ校 国際教

　　　　　　育 デ ィ レ ク タ ー),CARROLL,

　　　　　　William　J.(ア メ リカ合衆 国,

　　　　　　全米留学生問題協議会 プ ロフェ

　　　　　　 ッシ ョナル開発デ ィレクター),

　　　　　　GEHLHAR,　 James　N.(ア メリカ

　　　　　　合衆国,テ ネ シー大学 ノックス

　　　　　　 ビル校国際教育セ ンターデ ィレ

　　　　　　 クター),KAHN,　 Beverly　L.(ア

　　　　　　 メ リカ合衆 国,フ ェアフィール ド

　　　　　　大学 文 理 学部 副 学部 長),SA-

　　　　　　SHTI,　Raj　gopal(ア メ リカ合衆

　　　 　 国,コ ロソバス ・カ レッジ教務

　　　 　 副 学 長 付 国 際 学 部 デ ィ レク

　　　 　 ター),WEINGARDEN,　 Ronit　M.

　　　 　 (アメ リカ合衆 国,チ ュー レー

　　　 　 ソ大学留学生 セ ンター副 デ ィレ

　　　 　 クター)

7月ll日 　 中国文物研究者一行　 団長:張

　　　 　　 徳 勤(中 華人民共和 国,国

　　　 　 家文物局 長),宿 　 　　 白(中

　　　 　 華人民共和 国,北 京大学考古学

　　　 　 系教授),呉 煕 華(中 華人

　　　 　 民共 和 国,国 家 文 物局 外事 処

　　　 　 長),魏 　正　瑛(中 華 人民共

　　　 　 和国,南 京古都協 会副会長),

　　　 　 郡 述 同(中 華人民共和 国,

　　　 　 河北 省保 定 地 区清 西 陵管理 主

　　　 　 任),塔 　 　　拉(中 華 人民共

　　　 　 和国,内 蒙古文物考古研究所副

　　　 　 所長),蘇 　桂 　券(中 華人民

　　　 　 共和 国,広 州市 文 物局 文物 処

　　　 　 長),周 　　 　明(中 華 人民共

　　　 　 和国,中 華文物 交流協会弁公室

　　　 　 主任),許 　　 　強(中 華人民

　　　 　 共和国,中 央電視台新 聞中心記

　　　 　 者),李 弘 泳(中 華 人民共

　　　 　 和国,人 民 日報 教科文組記者)

　　　 　 ABHaxORN,　 M.　R.　Ruj　ata(タ

　　　 　 イ,チ ェンマイ大学 図書館長 ・

　　　 　 歴史学 科講 師),WoODTIKARN,

　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　 537



　 　　 　　 Kruamas(タ イ,チ ェソマイ大

　 　　 　　 学芸術文化振興 セ ンター副所長

　 　　 　　 　・人文学部講師),SoOKSAWASD1,

　 　　 　　 M.L.　 Surasawasdi(タ イ,チ ェ

　 　　 　　 　ンマイ大学芸 術学 部副部 長),

　 　　 　　 CHAROENMUANG,　 Tanet(タ イ,

　 　　 　　 チ ェンマイ大学政治学科講師),

　 　　 　　 PORANANOND,　 Ploysri(タ イ,

　 　　 　　 チ ェソマイ大学人文学部歴史学

　 　　 　　 科講 師),NARUNIAT-REKAGARM,

　 　　 　　 Sirichai(タ イ,チ ェ ンマイ大

　 　　 　　 学芸術学部講 師)

　 7月20日 　 早 田　 憲治(文 部 省学術 国際局

　 　　 　　 研究機関課長),飯 澤　隆夫(文

　 　　 　　 部省学術国際 局研究機関課専門

　 　　 　　 職員)

　 7月23日 　 三星文化国際化 チーム 日本研修

　 　　 　　 団　Knvi,　Yoon-Shik　 (大韓民

　 　　 　　 国,ソ ウル大学人文学部教授),

　 　　 　　 SHIN,　Jae-Kee(大 韓民 国,ソ ウ

　 　　 　　 ル大学 人 文 学 部 教 授),HAN,

　 　　 　　 Young-Woo(大 韓民 国,ソ ウ

　 　　 　　 ル 大学 人 文 学 部 教 授),NOH,

　 　　 　　 Tae-Don(大 韓民 国,ソ ウル大

　 　　 　　 学人文学部教授),AHN,　 Hwi-

　 　　 　　 Joon(大 韓民 国,ソ ウル大学人

　 　　 　　 文 学部 教 授),SONG,　 Yo㎜[g-

　 　　 　　 Bae(大 韓民 国,ソ ウル大学人

　 　　 　　 文 学部 教 授),CHUNG,　 Chin-

　 　　 　　 Hong(大 韓民 国,ソ ウル大学

　 　　 　　 人文学部教授),SONG,　 Byung-

　 　　 　　 Nak(大 韓 民国,ソ ウル大学社

　 　　 　　 会学部 教授),KIM,　 Chae-Yun

　 　　 　　 (大韓 民国,ソ ウル大学 社会学

　 　　 　　 部教授),SHIN,　 Yong-Ha(大 韓

　 　　 　　 民 国,ソ ウル 大学 社会 学 部教

　 　　 　　 授),LEE,　 Kwang-Kyu(大 韓民

　 　　 　　 国,ソ ウル大学社会学部教授),

　 　　 　　 WANG,　 Hahn-Sok(大 韓民 国,

　 　　 　　 　ソウル大学社会学部教授),YI,
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　　　 　 Sung-Chun(大 韓民 国,ソ ウル

　　　 　 大 学 音 楽 学 部 教 授),HONG,

　　　 　 Seok-Hwan(大 韓民 国,ソ ウル

　　　 　 大 学研究 所専任 研究員),KIM,

　　　 　 Han-Suk(大 韓民 国,ソ ウル大

　　　 　 学研 究所専任研究員)

7月28日 　 AROM,　 Simha(フランス,科 学

　　　 　 研究 セ ソター ・口承文化研究室

　　　 　 研 究 部 長)夫 妻,BAHUCHET,

　　　 　 Serge夫 妻

8月1日 　NouTH,　 Narang(カ ンボジア,

　　　 　 文化 ・芸術省長官)夫 妻

8月2日 全 東 鋤(大 韓民 国,慶 煕大

　　　 　 学校建築 工学科教 授),林 　 采

　　　 　　 震(大 韓民 国,公 益大学校建

　　　 　 築工学科教授),李 　俊　九(大

　　　 　 韓 民国,前 国立 中央博物館遺物

　　　 　 課長),李 　午　憲(大 韓民国,

　　　 　 湖岩美術 館保存科学 室長),サ

　　　 　　 南 淳(国 立 中央博物館行政

　　　 　 事務 官)

8月 豆0日　 五十嵐耕一(爾 日本語教育振興

　　　 　 協 会理事 長),佐 藤 　保 男(爾

　　　 　 日本語教育振興協会事務局長),

　　　 　 谷本　　滋(文 部省学術国際局

　　　 　 国際企 画課教育文化交流室室長

　　　 　 補 佐),河 野　 　浩(文 部 省学

　　　 　 術国際局国際企画課教育文化交

　　　 　 流室 日本語教育企画係長)

8月12日 　 東京 都臨海 副都心 マルチメデ ィ

　　　 　 ア情報 通信実験 プ ロジ ェク ト推

　　　 　 進協議 会(仮 称)一 行

8月22日 　 タイ教育省 国家文化委員会視察

　　　 　 団一 行

8月28日 　 タイ国立博物館一行



彙　　　報

　 8月31日 　 田原　昭之(大 阪大学事務局長)

　 9月3日 　 酵　　　展(中 華人民共和国,

　　　　　　黒 龍江 省 民族 事 務委 員会 副 主

　　　　　　任),蘇 福 徳(中 華人民 共

　　　　　　和 国,黒 龍江省文化庁副庁長),

　　　　　　余　東　東(中 華人民共和国,

　　　　　　漸江 省群衆芸 術館長),雷 文

　　　　　　　先(中 華人民共和国,漸 江省

　　　　　　景寧含族 自治県長)

　 9月8日 　 劉　志　清(中 華人民共和国,

　　　　　　民族文化 宮副主任),李 　九

　　　　　　埼(中 華人民共和国,中 国民族図

　　　　　　書 館長),郡 　國　 賢(中 華 人

　　　　　　民共和 国,中 国民族図書館副館

　　　　　　長),斉 藤 　光純(大 正大学 綜

　　　　　　合佛教研究所〉,木村　高尉(大

　　　　　　正 大学綜合 佛教研究所),多 田

　　　　　　　孝文(大 正大学綜合佛教研究

　　　　　　所),福 田　高穂(大 正大学)

　 9月12日 　 コスタ リカ共和 国中米域 内産業

　　　　　　技術育成 セ ンタm行

　 9月13日 　 Sein　Myint(ミ ャソマー,画 家

　　　　　　 ・壁掛刺繍 師)

　　　　　　McRaE,　 Kenneth　D.(カ ナダ,

　　　　　　 カール トン大学教授)夫 妻,加

　　　　　　藤　普章(大 東文化大学法学部

　　　　　　助教授)

　 9月21日 　 岩本　　渉(文 部省学術 国際局

　　　　　　研究機 関課研究調査官)

　 9月22日 　CHAKRAvARTY,　 Kalyan　Kumar

　　　　　　 (イソ ド,インデ ィラ ・ガ ンデ ィ

　　　　　　人類学博物 館長)

　 9月27日 　 近畿 官衙長連絡会一行　浦 田

　　　　　　聖美(人 事院近畿 事務局長),

藤井　　充(近 畿管区行政監察

局長),原 田　正毅(近 畿管区

警察局長),浅 井　輝久(陸 上

自衛隊第三師団長),佐 藤　利

男(大 阪防衛施設局長),後 藤

　友明(外 務省大阪分室長),

今井　俊介(大 阪国税不服審判

所長),.久光　紘一(大 阪食糧

事務所長),蛎 灰谷　操(大 阪

営林局長),楠 木　行雄(近 畿

運輸局長),稲 垣　紘史(第 三

港湾建設局長),佐野　　昭(大

阪管区気象台長),大 角　宏之

(近畿郵政監察局長),中 野

禮一(近 畿郵政局長),橋 本鋼

太郎(近 畿地方建設局長),藤

井　正雄i(大阪高等裁判所長

官),畑 　　郁夫(大 阪地方裁

判所長),富 澤　　達(大 阪家

庭裁判所長),小 柳　毫男(自

衛隊大阪地方連絡部長),深 澤

　靖明(防 衛庁調達実施本部大

阪支部長),曽 我　紘一(近 畿

地方医務局長),瀬野　　浩(近

畿管区行政監察局総務課長)
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　　　 　　　　　　　　　国 立 民 族 学 博 物 館 研 究報 告 寄 稿 要 項

1.国 立民族学博物 館研究報告は,民 族学(文 化人類学)に 関す る論 文,資 料 ・研究 ノー ト,

調査研究活動報告 等を掲載 ・発表す る ことに よ り,民 族学(文 化人類学)の 発展 に寄 与す る

　ものである。

2.国 立民族学博物館研究報告 に寄稿す ることがで きる者は,次 の とお りとす る。

　 (1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」 とい う。)の 教官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組

　　 織,運 営 に関与 する者

　 (2)本 館が受け入れた各種研究員及び研究協力者

　 (3)そ の他本館において適当 と認 めた者

3.原 稿 を寄 稿す る場合は,論 文,資 料 ・研究 ノー ト,調 査研 究活動報告等 の うち,い ずれで

あ るか をその表 紙に 明記す るもの とす る。 なお,こ の区分について の最終 的な調整 は,国 立

民族学博物 館研 究報告編集委員会(以 下 「編集委員会」 とい う。)に おいて行 う。(編 集す る

場合 は,原 則 と して論文 及び資料 ・研究 ノー トを1段 組,そ の他 の ものを2段 組 として取 り

扱 う。)

4.原 稿 執筆におけ る使用 言語 は,日 本語,英 語,フ ランス語,スペイン 語,ロ シア語,中 国

語及 び ドイ ツ語の うちいずれを用いて も差 し支 えない。ただ し,そ の他 の言語を用い る場合

　は,編 集委員会に相談す るもの とす る。

5.特 殊 な文字,記 号,印 刷方法等が必要 な場 合は,編 集委員会に相談す るもの とす る。

6.寄 稿す る原稿 が論文 で,日 本 語を使 用する場 合は,原 則 として英文 に よ り500語程度 の要 旨

　を付 け るもの と し,そ の他の言語に よる論文 の場 合は,編 集委員会 に相談す るもの とす る。

　なお,寄 稿す る原稿 については,執 筆者名 の ローマ字表記及び原稿表 題の英文を付記 しなけ

　れぽな らない。

7.寄 稿す る原稿 の枚 数は,原 則 と して制 限 しない。ただ し,編 集 す る場合は編集委員会 の判

　断に よ り,紙 数等 の関係か ら分割 して掲載す ることがある。

8.寄 稿す る原稿 は,必 ず清書(欧 文 の場 合は タイプ)し,原 稿 の写 し1部 を添付す るもの と

す る。 なお,図,表 のス ミ入れ,レ タ リソグは,編 集委 員会 で処理す る。

9.寄 稿 された原稿 は,審 査委員会 において審査の うえ,採 否 を決定す る。 なお,原 稿 は,採

　否にかかわ らず原則 として返却 しない。

10.稿 料 の支払 い,掲 載料 の徴収は行わ ない。

11.原 稿の執筆 に当 っては,別 に定め る 「国立民族学博物 館研 究報告執筆要領」 による。

12.原 稿の寄 稿先及 び連絡先 は,次 のとお りとす る。

　　　〒565　 大阪府 吹田市千里　万博公園10-1

　　　 　　　 国立 民族学博物館 内

　　　 　　　 国立民族学博物館研究報告編集委員会(電 話　 代表06-876-2151)
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　　 　　　　　　　　　　国立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告 執筆 要領

1.原 稿は,200字 詰原稿用紙 を使用 し,横 書 きとす る。

2.原 稿は,図,表 を除 き,原 則 として黒 イ ンクを使用す る。

3.日 本語 を使用 して執筆す る場合は,原 則 として当用漢字,現 代かなつか いを用 いる。

4.句 読点,括 弧,各 種記号等は,原 則 として原稿用紙の マス目1字 分 の扱 いをす る。

5.原 稿中の年号,月 日及びその他 の数字 は,原 則 として アラビア数字 を用 いる。 なお,年 号

は,原 則 として西暦 とす る。

6.図 及び表 は,一 図,一 表 ごとに別紙 に書 き,本 文 とは別に一括 して添付す る もの とす る。

なお,図,表 ご とに通 し番号(「 図1」,「 表1」 等 の要領に よ り記入),図,表 名及び説明並

びに出典等 を記 し,本 文原稿の欄外には,そ れぞれ のそ う入箇所を指定する もの とす る。

7.写 真は,写 りの明瞭な もので,手 札判 以上の大 きさに焼 き付 けた ものに限 り,図 及び表 の

扱いに準 じて通 し番 号,説 明を付けた うえ,そ う入箇所を指定す る もの とす る。ただ し,カ

　ラー写真は,原 則 として受 け付け ない。

8.本 文又 は脚注におい て文献 を指示 す る場合は,カ ギ括弧 を付 け,著 者名,文 献刊行年次,

引用ペ ージ数の順 に下記 の例 に従 って記載す る。

　　 [柳 田　1942:67-69]

　　 [Leach　1961:123}

　　 [柳田　 1942:67-69,1944:20-22;Leach　 1961:123]

ただ し,同 年次刊行物 の場合は,ア ル ファベ ッ ト順 によ り,下 記の よ うに記載す るものとす る。

　　 [柳田　 1942a:20-22][柳 田　 1942b:10]

9.脚 注は,一 つ一つ別 紙に記 し,通 し番号 を付 け る。なお,本 文 中に脚注 をそ う入す る箇所

　には,脚 注 の当該番号 を記入 し,別 紙の脚注には,本 文 のペ ージ数を明記する もの とす る。

10.本 文及 び脚注Y`　 いて参照 した文献 は,す べて原稿の末尾 にま とめて下 記の方法に よ り記

　入す る。

　 (1)文 献 の配列 は,著 者名 のアル フ ァベ ット順 とす る こと。

　 (2)文 献の記載は,著 者名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻,号,出 版社名 の順 とす る

　　 　こと。

　　 　欧文 の雑誌名及 び単行本名 は,イ タ リック体にす るた め,原 稿 には下線を引 くこ と。 ま

　　 　た,R一 マ字 人名は,ス モール ・キ ャピタル とす るため,二 重下線を引 き,日 本文 の場

　　 　合 は,論 題に カギ括弧,雑 誌 名及び単行本名 に二重 のカギ括弧を付け るこ と。雑誌 の巻

　　 　数及び号数は,原 則 としてア ラビア数字 を用 いること。

　　 　 (例)

　　 　　論文 の場合(1)

　　 　　　石 田英一郎

　　 　　　　　1948　 「文化史的民族学成立の基本問題」 『民族学砥究』13(4):311-330。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current An-

        thropology 14 (4): 357-372.
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論文 の場合(2)

　杉浦 　健「

　　　1942　 「民 間信仰 の話」柳 田国男編r日 本民俗学研究』岩波書店,pp.117-143。

Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal 

        Abuse. In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of 

         Language, The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場 合

　泉　　靖 一

　　　 1966　 『文 明をもった生物』 日本放送出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in An-

        thropology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological 

         Research, Inc.

翻訳書の場 合

　エ リア ーデ,M.

　　 　1974『 シャーマニズムー 古代的エ クス タシー技術　 　』堀一郎訳　冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The 

        University of Chicago Press.
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